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導入教育 より高度な専門教育

長岡技術科学大学
大学院工学専攻（修士課程）
システム安全分野

オンデマンド型を主体とした
リモート講座

主として社会人を対象とした修士課程
土日開講の授業もあり

システム安全に関わる認証や
国際規格等についての導入講座

全体構想

パイロット事業にて，導入講座として必要なコンテンツの企画・制作，試行，検証を行い，
今後の方針を検討

本学が地方に立地していること，受講希望者が全国各地にいることが想定されること，専門人材
の育成には高度な専門教育が必要なことから，将来の展開を見据えて，オンデマンドを主体とし
たリモート講座により，大学院での教育や資格取得に繋がる導入教育を行う．

対象者

・社会人（技術者）

・学生
大学生
高専生

資格取得

関連する資格取得への挑戦を期待





講師は本学システム安全系の教員を予定

オンライン講座「システム安全の基礎と国際規格（仮題）」

パイロット事業の構想

講座の内容（現時点での案）

1．安全工学と国際規格の基礎

2．リスクアセスメントの考え方と実践例

3．国際規格に沿った安全設計の基礎 ー電気安全編ー

4．国際規格に沿った安全設計の基礎 ー機械安全編ー

5．国際規格に沿った安全設計の基礎 ー機能安全編ー

6．国際規格に沿った安全設計の基礎 ー医療安全編ー

各回1時間程度の講義（合計6時間程度）
受講証明書の発行を検討中

講座の内容は現時点での案であり，今後の検討で変更の可能性もある．



パイロット事業の進め方

・講座内容の決定，コンテンツの制作
システム安全工学分野の教育を担当するシステム安全系の教員を中心に講座内容を決定する．
講義資料等を作成し，総合情報センター／マルチメディア・eラーニング部門にて講義の収録お
よび編集を行う．

・「まなびスクエア」への掲載
パイロット事業にて本講座を実施するために必要なシステムの調整を行う（専用ページ開設，
ユーザー認証，アンケート機能など）．
システム調整終了後，編集を終えたコンテンツを掲載する．

・講義の実施
本パイロット事業では，本格実施に向けて講座の改善点などを抽出することが重要と考えてい
る．そのため今年度の受講者は広く一般から募るのではなく，システム安全工学専攻の修了生
（社会人）や関連企業の技術者，大学生・高専生にモニターとして受講を依頼する予定である．
規模としては80名程度を想定している．
講座は約2ヶ月を想定している．
受講後にアンケートに回答してもらい，難易度や改善点など意見をもらう．





パイロット事業後の展開

・講座の自立運営
大学の正規課程の講座ではないため，運営経費や体制を含めて自立運営できるようにする．
そのための検討・準備（受講料の設定，徴収方法，組織整備，付随する規定整備など）を
パイロット事業中に行う．

・大学院との連携強化
専門人材には，各専門分野（本学ではシステム安全工学分野）の深い知識が求められる．
そのためには，オンライン講座を受講した後に大学院での学びに繋げることが重要と考えて
いる．受講者や関連分野の方からの意見も参考にし，大学院での教育との連携を強化する．

・講座内容の充実・強化
システム安全はそれ単独で完結するものではなく，機械，電気など様々な分野と密接に関
わっており，それぞれの分野で安全に関する国際規格・国際標準がある．業界等の動向を参
考にして，講座の内容の改善や追加を継続的に検討する．


